
 
 

 
 

 
 
 
 

●５年後（平成35年度末）の目標 

連続立体交差事業、鉄道の延伸などにあわせ、多くの人々でにぎわう

駅前空間の創出や快適に安心して買い物ができる商業空間の整備 

 
●現状・課題 

駅の周辺地区は、生活に密着した商業・サービス施設が⽴地するなど、地域の区⺠生
活を支える役割を担っています。駅周辺を⼈々が安全・快適に⾏きかい、にぎわうまちの中
心拠点としていくためには、鉄道・バス・タクシーなどへの円滑な乗り換えが可能となる交通
広場の整備、建築物の共同化等による公共施設の集約化や商業施設の⽴地促進、快
適に買い物ができる商店街の整備、バリアフリー化への取組が必要です。 

近年、⼤型のワンルームマンションや⼤規模⻑屋の建築など、地域の住環境への影響が
懸念される開発が増えてきています。良好な住環境を保全し形成していくためには、地域の
実情を踏まえた⺠間の建築や開発に対する適正な規制・誘導が必要です。 

 
●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ ⻄武新宿線沿線のまちづくり 
⻄武新宿線の駅周辺では、地域の方々とともに連続⽴体交差事業に合わせたまちづく

りの構想を策定し、その実現に向けて取り組んでいます。 

上石神井駅周辺では、交通広場を含む外環の２の用地取得や整備を進めていきます。
あわせて、建築物の共同化を支援し、商業施設の誘致など地域の拠点としてのまちの機能
を高めます。 

武蔵関駅周辺では、交通広場の都市計画決定を⾏い、関連する都市計画道路ととも
に整備に着手し、駅前の交通環境の改善を図ります。 

上井草駅周辺（下石神井四丁目地区）では、商店街通りの整備を地域の方々ととも
に進めます。 

２ ⼤江⼾線新駅予定地周辺のまちづくり 
新駅予定地周辺では、道路や広場の整備による交通利便性の向上や商業・サービス

魅⼒にあふれ利便性に富んだ駅前と周辺のまちづくり 
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施設の⽴地を促し、まちの中心となる新たな拠点づくりを進めます。 
土支田、⼤泉町の新駅周辺では、都市計画決定した地区計画に基づいて、まちづくりを

進めます。⼤泉学園町の新駅周辺では、公共交通機関への円滑な乗り換えと多彩なイベ
ントなどを開催できる駅前広場の計画や、商業施設や公共サービスの充実を目指した建築
物の共同化について、地域の方々とともに検討を進めます。 

３ 地域の拠点である駅周辺のまちづくり 
石神井公園駅周辺では、これまで実施してきた安全で利便な駅前整備のまちづくりを更

に進め、市街地再開発事業と併せて、補助232号線（南口交通広場から富士街道）の
早期整備に取り組みます。また、商店街通りの無電柱化など街並みの整備を進め、駅・商
店街・石神井公園が連続した魅⼒あふれるまちの実現を目指します。 

放射35および36号線の整備が進む平和台駅や氷川台駅、密集住宅市街地整備促
進事業を進めている富士⾒台駅の周辺においては、各事業の進捗に合わせて、駅のアクセ
スや円滑な乗り換えなど交通利便性の向上、商店街通りの整備など地域の生活拠点とし
ての機能を充実するまちづくりを進めます。 

その他の各駅周辺においても、適切な契機を捉えて、地域の方々とともに、まちづくりの協
議および具体化に取り組みます。 

４ 鉄道駅や周辺のバリアフリーの充実 
区内のすべての鉄道駅には、エレベーターの設置等によりバリアフリー化された経路が 1 ル

ート整備されています。乗降客が多く、駅の構造上 1 ルートだけでは利便性を⽋く光が丘駅
や小竹向原駅について、鉄道事業者など関係者と協議し 2 ルート目の整備を⾏います。 

駅周辺では、駅と主要な公共施設を結ぶ経路について、駅・道路・施設の連続性に配
慮したバリアフリー化に取り組みます。 

５ まちづくり条例の改正 
社会状況や土地利用の変化に応じて、新たな規制対象の追加や基準の⾒直しなど、ま

ちづくり条例を改正し、適切な規制・誘導を⾏います。 
 

 

多くの人々でにぎわう駅前空間（グランドデザイン構想より） 
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